
博士論文題目

氏名

論文内容の要旨
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大内 啓樹

（論文 内容 の要 旨）

統語 ・意味依存 構造解析 は自然 言語処理 の基礎 的な問題 のひ とつであ る． これ ま

で，統 語 ・意 味依存構造解析器 の性能 向上 のために，多様 な技術 が開発 されて きた．

しか し， さ らな る性能 向上 の余地 がい まだ に残 されてい る．本論文 で は，統語 ・意

味依 存構 造解析 の精度 向上 のための新 たな手法 を提案 す る．

統 語依 存構 造解 析 の精度 向上の ため，Supertagを 提 案す る．Supertagと は語 彙

的 なテ ンプ レー トであ り，局所的 な統語的文脈 をエ ン コー ドしたもので ある．本 論

文 で は，多様 なSupertagを デザ イン可能 な フ レーム ワー クを提 供す る．Supertag

を組 み込 んだ統語 解析器 の性能評価 を行 い，提 案す るフ レーム ワークか ら作 られた

Supertagの 有 効性 を確 認 した ．

意 味依存構 造解 析 の精度 向上 のため，複数述 語の相互 関係 をモ デ リングす る手 法

を提 案す る． この手法 は，、⊥文 内に現れ る複数 の述語間 に は意味的 な関連が ある と

い う直感 に基 づ いてい る．こ れ らの述語間 関係 を捉 えるため，二つ のモデル を提 案

す る．一 つが二部 グ ラフを用 いたモデル で あ り， もう一 つがグ リッ ド型 リカ レン ト

ニ ュー ラルネ ッ トを用いたモデルで ある．評価 実験 を行 い， これ らの手 法の有効性

を確 認 した．



氏 名 大内 啓樹

（論文審査結果の要 旨）

平 成29年12月22日 に開催 した公聴会の結果 を参考 に平成30年2月13日 に本博

士論文 の審査 を行 った．以下の とお り，本博 士論文 は，提 案者 が独 立 した研 究者 と し

て，研 究活 動 を続 けてい くための十 分な素養 を備 えている ことを示す もの と認 め る．

大 内 啓樹 は，本 博士論文 において， 自然 言語解析 の基本 的な 問題 で ある文 の統

語解析 お よび意 味役 割解析 に関 する手法 について研 究 を行 い，それ ぞれ において高

効率 の手 法 をを提案 した．

本 論文 の貢献 は，次 の ように まとめる ことがで きる．

1．統語的依存構造解析，および，述語項構造解析は自然言語文の解析の基盤技術

である．本論文 は，これ らの基礎技術に関する新たな手法の提案を行い，両分

野でこれ まで提案 された手法を上回る成果を挙げた．

2．統語依存構 造解析 において は，品詞情報 よ りも統語的 に詳細 な情報 をエ ンコー

ドしたSupertagの 利用 を提案 した． い くつかのSupertagの バ リエー シ ョンを

設計 し，Supertagの 予測 と予測 されたSuper七agを 利用 した統 語解析器 の性 能

評価 を行 い，提案 した手法 の有 効1生を確 認 した．

3．文 の意 味解析 としての述語項構 造解 析 におい て は，複数 の述 語 の相 互関係 を

同時 に考 慮 す る手 法 を提案 した．本 論文 で は，一文 内に現れ る複数 の述 語の

間 の関係 を捉 えるため，二 つの手法 をを提案 して いる．一つ は，述語 と項の間

の関係 を表 す二部 グラフを用いた手法で あ り，述語 と項 の関係 を順次 更新 して

行 くことによ り，全体的 な最適化 を達成 した ．もう一つ は，グ リッ ド型 リカ レ

ン トニ ュー ラルネ ッ トを用いて，複数の述語 の間の関係 を同時 にモデル化す る

手法 であ る．両者 に対 して，評価実験 を行 い，それぞれの手法 の有効性 を確 認

した．

自然言語文の統語的および意味的な依存構造解析に対 して新たな解析手法を提案

した本研究は，独創性が高 く， しかも実用的であ り，自然言語処理の分野において

高い貢献があると評価する．

よって，本論文 は，博士 （工学）の学位論文 として価値あるもの と認める．


